

















































(3) a.  （あの）学生
 b.  （あの）彼
 c.  （あの）太郎





(5) a.  面白い｛学生／あなた／太郎｝
 b.  昨日部屋にやってきた｛学生／彼／太郎｝
(6)	 a.	 	 an	interesting｛student / *he / *Taro｝
	 b.	 	 the	{student / *he / *Taro}	who	came	to	my	room
また、これらの要素は連結的複数辞「－たち」の付加が可能である。























 a.  学生（たち）が殴りあっている。
 b.  彼女*（たち）が殴りあっている。






 a. * 学生たち若者が騒いでいる。
 b.  彼女たち若者が騒いでいる。





	 b.	 	 them	linguists
さらにこの構造が複数制約を示す、という点においても、日英語は共通し
ている(11-12)。
(11) a. * I linguist
	 b.	 	 we	linguists
(12) a. * 私言語学者








 a.  学生の人が訪ねてきた。
 b. * 彼女の人が訪ねてきた。
 c. * 太郎の人が訪ねてきた。
(14) a.  学生が訪ねてきた。
 b.  彼女が訪ねてきた。















 a.  語彙名詞類


















(16) a.  学生｛の人／のやつ／のばか｝が質問に来た。
 b. * 彼女｛の人／のやつ／のばか｝が質問に来た。
しかし興味深いことに、固有名詞と共起しうるという点で、「やつ」や「ばか」
は「ひと」とは異なった振る舞いをみせる。
(17) a. * 太郎のひとが質問に来た。
 b.  太郎のやつが質問に来た。




 a.  学生のばか／やつがまた遅刻した。
 b. * 彼女のばか／やつがまた遅刻した。
 c.  太郎のばか／やつがまた遅刻した。
同様のパターンは複合名詞化においても観察される。6
(19) 「ばかN」複合
 a.  ばか学生がまた遅刻した。
 b. * ばか彼女がまた遅刻した。7
 c.  ばか太郎がまた遅刻した。
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さらに、役職や肩書き、親族名称といった、いわゆるtitle表現（cf. de 
Swart et al. 2007）との共起可能性という側面では、語彙名詞類、代名詞類
と対立する形で、固有名詞類のみが抽出される。
(20) a. * 喫煙者先生／喫煙者部長／喫煙者おじさん
 b. * 彼女先生／彼女部長／彼女おばさん










 a.  語彙名詞類
 b.  非語彙名詞類
    i. 代名詞類















 a. # あなたは次の日曜日おひまですか。
 b.  ｛先生は／部長は／おじさんは｝次の日曜日おひまですか。
(23) 一人称を指示する語彙名詞類：
 （子供や年少者などに対して）
 a. ? 私は／僕はいま仕事中なんだ。

















 a.  一人称として
    先生の話をよく聞きなさい。
 b.  二人称として
    先生はもうお昼ご飯食べましたか。
 c.  三人称として



















(25) a.  私はもう帰りたい。
 b. * 太郎はもう帰りたい。
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(26) a. * 私はもう帰りたがっている。
 b.  太郎はもう帰りたがっている。







 a.  先生はもう帰りたい。









(29) a.  ｛彼が／田中君が｝手伝ってくれた。
 b. * 私が手伝ってくれた。
(30) 自称詞として






(31) a.  こっちに来ないでください。
 b.  あなたはこっちに来ないでください。







 a.  先生はこっちに来ないでください。
 b. * 教師はこっちに来ないでください。
英語でも、話者が自身のことをDaddyやthe present authorなどで呼称する



























	 a.	 	 My	family	is	rather	large.





























 a. * 先生が職員室に集まってください。









 a.  先生たち大人はあっちの部屋で待っていてください。
 b.  お父さんたち大人はあっちの部屋で待っていてください。
(40) 非称詞 N1
 a. * 教師たち大人はあっちの部屋で待っていてください。






く、連結的（associative）な複数である（Nakanishi & Tomioka 2004、中西
2010）。意味論的な詳細は脇におくとして10、「－たち」が語彙名詞類につい
た場合、一般にその名詞要素は累加的な複数を意味する。
(41) a.  私たちが行きます。
    （私たち＝話者＋誰か）
 b.  学生たちが行きます。








 a.  あなたたち先生には若者の気持ちはわからない。
 b. ? あなたたちお父さんには娘の気持ちはわからない。
(43) 非称詞 N2
 a.  あなたたち教師には若者の気持ちはわからない。




















(45) a.  先生は君たちみんなに頑張ってもらいたい（よ）。




(46) a.  お父さんはあっちに行っててよ。










 a. 能力名詞（Capacity nouns）
	 	 	 teacher,	manager,	slave	trader,	computer	scientist,	doctor,	actor	…	職業
	 	 	 Belgian,	Malian,	American	…	 国籍
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	 	 	 Catholic,	Christian	…	 宗教
 b. 非能力名詞（Non-Capacity Nouns）










 a.  義務的称詞：［+person］素性を義務的に付与
    例：私、僕；あなた、君；彼、彼女．．．
 b.  随意的称詞：［+person］素性を随意的に付与
    例：先生、おまわりさん；お父さん、ママ；太郎、花子．．．
 c.  非称詞：［+person］素性の付与不可能 13












(49) a.  対称詞として
    教授は何をお食べになりますか。
 b.  自称詞として

























(51) a.  非称詞として
    花子はもう帰りたがっている。／花子が手伝ってくれた。
 b.  対称詞として
    花子はもう帰りたいの？／花子はむこうで待っていなさい。
 c.  自称詞として

















 a.  語彙名詞類
 b.  非語彙名詞類
    i. 代名詞類






 a.  義務的称詞：人称素性を義務的に付与
     名詞クラス：代名詞類
..........［1st］あるいは［2nd］を固定的に付与
     例：私、僕；あなた、君．．．
 b.  随意的称詞：人称素性を随意的に付与
    i. 自称詞・対称詞タイプ
..........［1st］あるいは［2nd］を随意的に付与
     名詞クラス：固有名詞（人名）類；親族名称；一部の役職名称
     例：太郎、花子；お父さん、ママ；先生、おまわりさん．．．
    ii. 対称詞タイプ..................［2nd］を随意的に付与
     名詞クラス：役職名称
     例：総理、部長、社長、キャプテン．．．
 c.  非称詞：人称素性の付与不可能
     名詞クラス：その他の語彙名詞類
       ...................値に関わらず付与不可能





































  （i） a. 外国人に声をかけられた。
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